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よ
っ
て
、
物
語
は
動
き
、
物
語
世
界
は
整
え
ら
れ
て
い
く
と
い
う
力
学
が
、

『
い
は
で
し
の
ぶ
』
に
は
貫
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

注１ 

利
沢
麻
美
「
音
楽
│
源
氏
物
語
に
お
け
る
横
笛
の
役
割
│
」（『
源

氏
物
語
研
究
集
成
第
十
一
巻　

源
氏
物
語
の
行
事
と
風
俗
』
風
間

書
房
、
二
〇
〇
二
年
）

２ 

中
川
正
美
「
王
朝
物
語
に
お
け
る
音
楽
」（「
平
安
文
学
研
究
」
六

九
輯
、
一
九
八
三
年
七
月
初
出
／
『
源
氏
物
語
と
音
楽
』（
和
泉

書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
）
廣
田
収
「『
源
氏
物
語
』
に
お
け

る
音
楽
と
系
譜
」（『
源
氏
物
語
の
探
求　

第
十
三
輯
』
風
間
書
房
、

一
九
八
八
年
）

３ 

以
下
、
本
作
の
琴
に
つ
い
て
の
詳
細
は
拙
稿
「『
い
は
で
し
の
ぶ
』

の
琴
の
琴
│
一
品
宮
と
の
「
合
は
せ
」
│
」（『
学
習
院
大
学
国
語

国
文
学
会
誌
』
62
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
に
て
論
じ
た
。

４ 

若
君
の
即
位
に
よ
っ
て
皇
統
の
対
立
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
、
横

溝
博
「『
い
は
で
し
の
ぶ
』
の
表
現
機
構
│
皇
統
譜
の
喩
と
し
て

の
桜
│
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
十
五
号
、

二
〇
〇
〇
年
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

５ 

『
い
は
で
し
の
ぶ
』
の
登
場
人
物
は
、
時
期
に
よ
り
呼
称
が
変
化

す
る
が
、
本
稿
で
は
「
内
大
臣
・
二
位
中
将
・
一
品
宮
・
白
河
院
・

嵯
峨
院
・
前
斎
院
・
伏
見
大
君
・
伏
見
中
の
君
・
右
大
将
・
若
君
・

二
品
宮
・
新
二
位
中
将
」
に
統
一
し
て
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
引
用
本
文
で
も
こ
れ
ら
の
呼
称
を
〔　

〕
内
に
適
宜

補
記
し
て
い
る
。

６ 

横
溝
博
「『
い
は
で
し
の
ぶ
』
の
右
大
将
遁
世
譚
の
方
法
│
『
今

と
り
か
へ
ば
や
』
取
り
を
め
ぐ
っ
て
│
」（「
国
語
と
国
文
学
」
八

十
巻
六
号
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）

７ 

浅
尾
広
良
「
柏
木
遺
愛
の
笛
と
そ
の
相
承
」（『
研
究
講
座
源
氏
物

語
の
視
界
４　

六
条
院
の
内
と
外
』
新
典
社
、
一
九
九
七
年
）

８ 

高
橋
亨
「
横
笛
の
時
空
│
源
氏
物
語
の
音
楽
と
そ
の
主
題
的
表
現

│
」（「
源
氏
研
究　

第
４

号
」
翰
林
書
房
、
一
九
九
九
年
四
月
初

出
／
『
源
氏
物
語
の
詩
学
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年

所
収
）

９ 

田
村
良
平
「『
狭
衣
物
語
』
の
音
楽
描
写
」（『
源
氏
物
語
と
平
安

文
学　

第
３

集
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
三
年
）

10 

植
田
恭
代
「
後
期
物
語
と
雅
楽
│
『
狭
衣
物
語
』『
夜
の
寝
覚
』『
浜

松
中
納
言
物
語
』
の
楽
描
写
│
」（『
王
朝
物
語
と
音
楽
』
竹
林
舎
、

二
〇
〇
九
年
）

11 

小
嶋
菜
温
子
「
柏
木
の
笛
│
幻
の
血
脈
へ
」（『
源
氏
物
語
批
評
』

有
精
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
）

12 

内
閣
文
庫
本
、
第
二
、
三
、
四
系
統
の
本
文
で
は
「
天
地
を
も
動

か
し
給
ふ
べ
き
を
」
に
な
っ
て
い
る
。

13 
前
掲
田
村
論
文
（
注
９

）

14 
井
上
眞
弓
「
天
界
・
地
上
・
世
人
の
構
図
の
中
で
│
狭
衣
の
超
俗

的
属
性
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
狭
衣
物
語
の
語
り
と
引
用
』
笠
間
書

院
、
二
〇
〇
五
年
）

15 

今
井
上
「
古
ご
と
伝
え
る
音
│
源
氏
物
語
横
笛
巻
の
背
景
」（『
源
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氏
物
語
と
和
歌
』
青
簡
舎
、
二
〇
〇
八
年
）

16 

詳
細
は
前
掲
拙
稿
（
注
３

）
に
て
論
じ
た
。

17 
前
掲
利
沢
論
文
（
注
１

）

18 
鈴
木
泰
恵
「
粉
河
詣
で
│
「
こ
の
世
」
へ
の
道
筋
」（「
中
古
文
学
」

41
号
、
一
九
八
八
年
五
月
初
出
／
『
狭
衣
物
語
／
批
評
』
翰
林
書

房
、
二
〇
〇
七
年
所
収
）

19 

横
溝
博
「『
い
は
で
し
の
ぶ
』
右
大
将
の
「
あ
は
れ
な
る
事
」
に

つ
い
て
│
二
位
中
将
へ
の
告
別
の
場
面
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
平
安

文
学
の
風
貌
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）

20 

伊
藤
禎
子
「
記
憶
の
〈
音
〉」（『『
う
つ
ほ
物
語
』
と
転
倒
さ
せ
る

快
楽
』
森
話
社
、
二
〇
一
一
年
）

21 

大
井
田
晴
彦
「
栄
花
と
鎮
魂
│
『
う
つ
ほ
物
語
』「
楼
上
」
を
め

ぐ
っ
て
│
」（『
叢
書
想
像
す
る
平
安
文
学
第
６

巻　

血
と
家
の
イ

リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）

22 

三
田
村
雅
子
「
い
は
で
し
の
ぶ
物
語
」（『
体
系
物
語
文
学
史　

第

四
巻
』（
物
語
文
学
の
系
譜
Ⅱ　

鎌
倉
物
語
Ⅰ
））
有
精
堂
出
版
、

一
九
八
九
年
）

（
付
記
）『
い
は
で
し
の
ぶ
』
の
本
文
引
用
は
、『
中
世
王
朝
物
語
全
集
４　

い
は
で
し
の
ぶ
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
に
拠
り
、
小
木
喬
『
い

は
で
し
の
ぶ
物
語　

本
文
と
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年
）
を
参

照
し
た
。
適
宜
主
語
と
呼
称
を
〔　

〕
に
補
記
し
、
傍
線
を
引
き
、
巻
名

と
頁
数
を
付
し
た
。
中
略
は
…
で
示
し
た
。『
源
氏
物
語
』『
狭
衣
物
語
』

『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
本
文
引
用
は
、「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小

学
館
）」
に
よ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
源
氏
物
語
大
成
」（
中
央
公
論
社
）、『
狭

衣
物
語
全
註
釈
』（
お
う
ふ
う
）
で
異
同
を
確
認
し
た
。




